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L調 査 地 域 の 概 要











に歴史的に 織物 を営んできた 五学区1)(乾 隆,
成逸,西 陣,桃 薗,嘉 楽)を 中核としながらも,
西陣の発展,成 長によって次第に機業集中地域
が周辺地域(特 に北への)に 拡大してきたこと,









る。歴史的 には,室 町未期には すでに 現在 の
「町」に通じる 「町組」が22形成 されている。





1868年(明 治元年)に,京 都府は 「町組」を廃
止,従 来の2町 を単位にした 「番組」制度を実
施 した。上京区一番組より四五番組まで編成 さ








治2年 に 土田町に設立)を 中心に,東 西約600
m,南 北約400mの 範囲にひろが り,学 区内の
主要な通 りは南北に,東 から堀川,大 宮,智 恵
光院通 り,東 西に,北 から寺之内,上 立売,五
辻通 りがある。寺院 も多 く,人 形寺 として知 ら
れる宝鏡寺(百 々町),妙 蓮寺(妙 蓮寺町),本
隆寺(絞 屋町)と いった本山格の寺院がある。
学区に隣接する施設 としては,堀 川通 りの東に
は,お 茶の千家,堀 川病院,大 宮商店街などが
あ り,生 活の利便性はよい。また,学 区の西南
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2.人 口 と世帯 数の推移
今日,大 都市における ドーナツ化現象は,一
般的傾向として指摘 されているところであるが
京都市において も,人 口の ドーナツ化現象は昭
和40年 あたりか ら進展してきた。表 皿一1は行
政区別の人口の推移を指数化したものである。
都心部の中京,下 京,上 京,東 山区では人口流
出とい う社会減による人口減少が著しい。それ





























































































(2)昭 和51年10月1日,東 山区か ら山科区,右
京 区か ら西京区がそれぞれ分 区。











人・纖i指 釧 世黝1指 釧 ≡験 姦
西 陣 学 区


























































































注(1)各 年 の 「国勢調査 」よ り作成。
(2)昭 和57年 は10月1日 現在,「 京都市の人 口動態」1982年12月 よ り作成。
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表皿一3年 齢 階 級 別 人 口 構 成 比 (00)






























































































注 各年の 「国勢調査 」よ り作成。















3.就 業構造 と産業構 造
上 京 区 の就 業 構 造 は,昭 和55年 就 業構 造基 本
調 査 に よ る と,就 業 人 口5万 人,そ の う ち建 設
・製 造 業2万1千 人 ジ 卸 ・小 売 業1万5千 人,
サ ー ビス業1万 人 とな ってお り,こ の3業 種 で
全 体 の91%と な って い る。 ま た従 業 上 の 地 位 別
で は,雇 用 者 が61%つ い で 自営 業 主 が23%と な
って い る。 なお,建 設 ・製 造 業 で は,そ の大 半
は繊 維 工 業 で あ る(図II-3)。
つ ぎに,就 業 人 口 の 推 移 で は,昭 和35年 を
100と すると,55年 では72と なっている。就業
人口の減少が指摘 される。その中心は製造業で
ある。産業別就業人 口の割合ではこの20年間で

















































































西 陣 学 区











































































































注(1)京 都 市総務局 「京都市の人 口動態」1982年12月 より作成。
(2)移 動率 は57年10月 の人口総数を基数にして算出 した。
ほぼ同じ特徴 をもっている。上京区全






となってお り,就 業人口を8千 人上ま
わっている。製造業の事業所4千5百
軒,従 業者2万1千 人,卸 ・小売業の
事業所4千5百 軒,従 業者2万 人,サ
ービス業の事業所2千3百 軒,従 業者
1万6千 人 となっている。 この3業 種
で全事業所の94%と なっており,従 業
者では全体の97%と なる(図∬-4)。
つ ぎに,事 業所数の推移では,昭 和




図II-3就 業 構 造
図II-4産 業 構 造
西陣学区(昭 和53年)
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減少が30%と 著 しい。卸 ・小売業とサービス業







不況 の 影響を反映して,上 京区全体に 比べる








営(賃 織)が 大部分をしめるが,西 陣学区では







































































































注(1)京 都市小地域(元 学区)「主要統計書」1981年 よ り作成。














































































注 京都市小地域(元 学区)「 主要統計書」1981年 より作成。






































































































































総 計i4・949(・ ・…)1 7,iis(loo.o> 253(100.0)1233(100.0);
注 昭和53年 「事業所統計」による。
織 元 とい われ る比 較 的 安 定 した 階層 が 多 い こ と
が 考 え られ る(.1)。
表r7は,就 業人 口 の 昼 夜 間比 を み た もの
で あ る。 西 陣 学 区 の デ ー ター で は な いが,産 業
の集 中度 と通 勤 範 囲 を知 る事 が で き る。上 京 区
の昼 夜 間 人 口比(就 業 者)は132.3で あ り,昼
間 人 口が 夜 問 人 口 を大 き く上 ま わ って い る。 上
京 区 の企 業 の 集人 機 能 を示 す もので あ る。 上 京
区 の 流 出 率 は35.5%で あ るが,そ の流 出先 の 主
な 地 域 は 中 京 区(8.8%),下 京区(4.9%),北
区(3.9%),右 京 区(3.g%)で あ る。 逆 に 流 入
率 は51.2%で あ る。主 な流 入 地 域 は北 区(9.3
%),左 京 区(7.7%),右 京 区(6.2%),伏 見 区
(3.9%)と な って い る。 先 述 の転 出 ・転 入 の 特
徴 を考 慮 す れ ば,上 京 区 は 中京,下 京 とい った
都 市部 へ の通 勤 者 をか か え,北 区,左 京 区,右
京区への転出≧,そ こか ら上京区への逼勤ζい
った人口移動のパターンが推測 される。.
表II-7上 京区の就業人 口の昼夜 間構成
夜 間 人 口50,850人
完 結 率64.5°0
流 出 率35.5







昼 問 人 口67,273人
自 給 率48.8%
流 入 率51.2








注 昭和55年 「国勢調査」(従 業地 ・通学地集計)
よ り作成 。昼夜間人口比132.3







長 に,簡 単な面接による聴取 り調査を実施し
た。その結果 を表]1-8に 整理した。
西陣学区の町内の歴史は非常に古 く,そ れぞ














表 豆一8町 内 会 の 概 要 一 覧(昭 和57年9月,町 内会長への聴取結果)
町 名
北 舟 橋 町
今出川堀川団地
山 名 町
古 美 濃 部 町
聖 天 町
妙 蓮 寺 前 町
芝 薬 師 町
幸 在 町
阿 弥 陀 寺 町
藤 木 町
東 石 屋 町
西 石 屋 町
慈 眼 庵 町
西 北 小 路 町






















































































































































1)奥 村 達夫 「西陣/オ チョーナイ」,上 田 篤編 『京
町家 ・コミュニテ ィ研究』鹿 島 出 版 会,1976年,
121頁 。
2)平 凡社 のr京 都市 の 地名』に よれば,西 陣 とは
「東に堀川 を限 り,西 ハ北 野七本松 を限 り,北 ハ大
徳寺今宮旅所限 り,南 バー条限 り,又 ハ中立売通」
と京 都御役所向大概覚書か ら引用 している。なお,
西陣の地域規定の諸説に関しては拙稿 「機業家の職
業経歴 と階層構成」佛教大学社会学研究所 『紀要 』
3号,1982年 において紹介 したので参照。
3)西 陣小学校は初 め猪熊通上立売上ル土 田町に建営
され,文 織校 と称 したが,明 治17年,上 立売大宮東
入幸在町に移転 し,西 陣校 と改 称され現在 に至 って
いる。
5)「 西陣織物業の特質は,こ れを一 口で言 うな ら,
個 々の機業の零 細性 と製造工程の社会的分業化 ・専
門化 に尽 きるであろ う。 これは,景 気変動の影 響を
受 け易い体質を もつ織物業が,そ の危険性をで きる
だけ分散 させ るため,製 造工程のあ らゆ る段 階で分
業化 ・下請化を図 り,個 々の機 業については,手 堅
くその膨脹 を抑制す る とい う経営方針が反映 されて
きたか らで ある。(中 略)し か もこれ らの仕事に近
代 的な 『職業』 として 確立す る以前 の 「家業」「生
業」の段階 にあることか ら,い た るところで仕事場
は生 活の場 と重な りあ って,ま ち全体 は もとよ り,
個々の住宅 において も職住一体化 された生活が展開
されている。」広原 盛明 「混合地域 と併用住宅一西
陣地域 の再 開発におけ る住宅問題」『都市問題研究』
Na215,1968年,15～17頁 。
(高 橋 伸 一)
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